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研究成果の概要 

第三年次は、同志社大学から量子科学技術研究開発機構への所属の変更にともない、これまでに行った

光遺伝学的実験の解析と実験環境の構築をメインに行った後、後半は新しい実験を開始し軌道に乗せ

ることができた。光遺伝学の解析の結果、眼窩前頭皮質から側坐核に投射する細胞は意思決定の自信を

修飾する効果があることが示された。この発見の再現性を確認するため、化学遺伝学的方法を使って同

じ経路を操作することを試みた。予備実験の結果では光遺伝学の方法と矛盾しない結果を得ており、光

遺伝学的方法の結果生じた行動変容は急性の光刺激の影響ではないことを示した。現在、この効果を統

計的に検証するため新たに実験を組み現在解析中である。また、新所属機関で利用可能な認知症モデル

マウスにおける実験も開始した。本年度はマウス用の意思決定評価系を開発し、モデルマウスにおける

行動と神経活動異常について予備的なデータを得た。本研究の成果の一部は生理研研究会「価値判断を

生み出す脳の仕組み」の招待講演で発表した。また、理化学研究所との共同研究で行っている眼窩前頭

皮質の神経細胞集団の意思決定情報符号の研究では、認知的負荷によって変容する意思決定の自信に

関する神経表象について明らかにし、第 46回 日本神経科学大会で発表した。 
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